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 基本構想                   

 

基本構想は、まちの将来像とそのめざすべき方向性を示します。 
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まちづくりを進めるための基盤 

①ともに支え合い、健やかに暮らせるまち 

②次代の社会を担う子どもたちを育むまち 

③みんなの“楽しい”が見つかる文化のまち 

④市民・地域とともに備え、命と暮らしを守る安全安心のまち 

⑤都市活力がみなぎる便利で快適なまち 

⑥心がけから行動へ みんなで創る環境にやさしいまち 

まちの将来像 

●住み慣れている、●交通の便が良い、●住環境が良い、●日常生活に必要な施設、ものがそろい便利、●自然環境が良い 

市民の思い （市民アンケート、市民ワークショップ） 

●商店街をもっと楽しく、●若い世代があつまるまち、●みんなに知ってもらう、伝えたい、●茨木のシンボルがほしい、

●活気、つながりのあるまち、●“ほっと”できるまち、●地域、人とのつながり、●子育てしやすいまち、●子ども同士、

子と親、親と高齢者のつながり、●お年寄りの手を借りて子どもも安心して暮らせるまち 

ほっといばらき もっと、ずっと 

スローガン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで育む「茨木らしさ」

で活力みなぎるHOTなまち 

みんなで広げる「人の輪」で

笑顔あふれるホッとするま

ち 
茨木市に関わる人々が、茨木

ならではの魅力を創造・共有・

発信することで人を惹きつけ、

熱気や活気があふれ、人々が

元気に躍動する、活力みなぎる

HOT なまちづくりを進めます。 

コミュニティの活性化などにより、

「人の輪」の中で誰もがつながり

を実感し、元気に安心して地域

で暮らし続けることができるまち

づくりを進めます。 

まちづくりの視点 

活力 つながり 

誇りと愛着 

(1)身近に自然がひ

ろがるまち 

(2)交通環境が充実し

た便利なまち 

(3)暮らしを楽しむまち 

(6)学術研究機関な

どの資源が充実

したまち 

(4)働き・学び・住み、

多様な機能をもつ

まち 

(5)歴史・文化が息

づくまち 

(7)教育・子育て環境

が充実したまち 

①人口減少社会

の到来と人口構

造の変化 

②産業構造や地域

経済を取り巻く状

況の変化 

③主要プロジェクト

をいかしたまちづ

くりの推進 

④安全・安心への

意識の高まり 

⑤環境問題への

意識の高まり 

⑥地方分権の進展

と民間活動の活

発化 

⑦コミュニティの

変容 

⑧情報化ネットワー

ク社会の進展 

⑨厳しい財政環境 

茨木市を取り巻く社会環境 茨木の魅力 

魅力を伸ばし発

信するまちづくり 

社会の流れを取

り込むまちづくり 

市民アンケート「住み続けたい理由」の上位５つ 

 

市民ワークショップ「住みたいまち」のキーワード 

まちづくりを支える基盤 

基本構想の概要 
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１ まちづくりの視点                          

 

計画策定に当たって、「茨木の魅力」、「茨木市を取り巻く社会環境」、「市民の思い」を整理・把握してき

ました。 

これからのまちづくりを進めるにあたり、これら３つの方向から、重要な視点を２つ設定します。 

 

（１）まちづくりの視点１ 【活力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの視点１ 

 

 

 

（２）まちづくりの視点２ 【つながり】 

名神高速道路等の国土幹線、JR・阪急・

大阪モノレールといった鉄軌道網等、交通

利便性の高さがありながら、市の中心を走

る元茨木川緑地や北摂山系の豊かな緑な

ど身近に自然も多く、恵まれた環境にあり

ます。また、長きにわたり培われてきた文

化や歴史など誇るべき魅力が数多くあり

ます。 

 

（茨木の魅力） 

生産拠点の集約等により大規模な工場

等の転出が続きましたが、茨木市ではそれ

を契機として大学のキャンパス開設等、新

たなプロジェクトが進むとともに、物流関

連においては新たな拠点の立地等もあり

ます。産業を取り巻く環境では、ICT 活用

による新しいビジネス形態や芸術などを

切り口とした産業振興など多様化が進ん

でいます。 

（茨木市を取り巻く社会環境） 

 

市民アンケートにおいて、「住み続けたい理由」を尋ねたところ、最も回答の多かったのは「住

み慣れている」ですが、「交通の便が良い」、「住環境が良い」、「日常生活に必要な施設、ものがそ

ろい便利」、「自然環境が良い」などが続きます。 

また、市民ワークショップでは、「住みたいまち」のキーワードとして、●商店街をもっと楽し

く、●駅前、商店街活性化、●若い世代があつまるまち、●パンチ力のあるまち、●みんなに知

ってもらう、伝えたい、●市民が誇りをもつまち、●茨木といえばコレ！コレといえば茨木！を

つくる、●茨木のシンボルがほしい、●活気、つながりのあるまち、などが出されました。  

（市民の思い） 

 

■みんなで育む「茨木らしさ」で 活力みなぎる HOT なまち 

茨木市に関わる人々が、茨木ならではの魅力を創造・共有・発信することで人を惹きつ

け、熱気や活気があふれ、人々が元気に躍動する、活力みなぎる HOT なまちづくりを進

めます。 

交通の利便性や快適な住環境、市北部や都市部における豊かな緑、古くからの文化歴史な

ど、茨木市には誇るべき魅力が数多くあります。主要プロジェクトの進展など今後の活力につなが

る事業もあります。 

また、市民ワークショップでは、「活性化」や「若い世代」といった活力をキーワードとした言葉が

多く出ましたが、一方で駅周辺や商店街における賑わい不足や、「茨木といえば」と聞かれて誰も

が思いつくような「茨木らしさ」が足りないといった意見も出されました。 
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（2）まちづくりの視点２ 【つながり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの視点２ 

 

 

 

 

 

 

企画から運営まで市民が直接携わる市

民主体の祭りやイベントが盛んです。ま

た、子育て支援では、つどいの広場など地

域で子育て中の親子をサポートする場が

整うなど、教育・子育て環境の充実が図ら

れています。多くの大学が立地することか

ら、地域と大学が連携した取組も進んでい

ます。  

（茨木の魅力） 

小規模な家族類型の比率が高まったこ

とやライフスタイルの多様化により、子育

てや介護の社会化が進んでいます。都市部

では、単身世帯の増加等、地縁的なコミュ

ニティ活動を志向しない世帯の増加など

により、地域住民のつながりが希薄化する

一方で、新たなつながりも求められていま

す。 

（茨木市を取り巻く社会環境） 

 

市民アンケートにおいて、「参加している地域活動」を尋ねたところ、「何もしていない」が約

4割を占めますが、その理由は「時間的な余裕がない」、「きっかけがない」といったものが多く、

「地域での活動に関心がない」や「自分にとってメリットがない」とする回答者は１割以下でし

た。 

また、市民ワークショップでは、「住みたいまち」のキーワードとして、●“ほっと”できるま

ち、●地域、人とのつながり、●世代間交流、●人の和（輪）、●声かけ、あいさつでつながりを、

●子育てしやすいまち、●つながるきっかけが大切、●子ども同士、子と親、親と高齢者のつな

がり、●お年寄りの手を借りて子どもも安心して暮らせるまち、●シニアが元気で活気のあるま

ち、などが出されました。     （市民の思い） 

 

■みんなで広げる「人の輪」で 笑顔あふれるホッとするまち 

コミュニティの活性化などにより、「人の輪」の中で誰もがつながりを実感し、元気に

安心して地域で暮らし続けることができるまちづくりを進めます。 

世帯構成の変化、情報化の進展、就業形態の変化などに伴い人々の価値観や生活様式が多

様化する中で、地域における連帯感の希薄化が課題となっています。一方で、市民アンケートで

は、現在地域活動に参加していない市民も、時間やきっかけがないだけで、関心が無いわけであ

りません。また、市民主体の祭りやイベント、地域で子育てをサポートする仕組み、地域と大学の

連携など、新たなつながりへの取組が行われており、市民ワークショップにおいても、世代間交流

や人の和（輪）といった「つながり」を連想させるキーワードが数多く出ました。 
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２ スローガン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの視点１【活力】 

■みんなで育む「茨木らしさ」で 

活力みなぎる HOT なまち 

まちづくりの視点２【つながり】 

■みんなで広げる「人の輪」で 

笑顔あふれるホッとするまち 

茨木市に住んでいる人には「住み続けたい」、市外の人からは「住んでみたい」「訪れたい」と思

われるまちにするために、２つのまちづくりの視点を結びつけ、総合計画のスローガンを定めます。 

 

「ほっと」は、熱気や活気があふれ、市民が元気に躍動するまちの姿を表す

「HOT」と、誰もがやすらぎを感じ、安心して生活を送ることができるまちの姿を表す「ホ

ッと」を意味しています。この二つの「ほっと」はそれぞれの姿を単独で表現するもので

なく、互いに連携し、活力とつながりが相互に作用することで、新たな茨木市の魅力を

創造することも意味しています。 

 

「もっと」は、茨木市の魅力や暮らしやすさをさらに高め、市内外のより多くの人々

に、これまで以上に「もっと」感じてもらえるまちづくりをめざすとともに、「ほっと」なまちづ

くりを進めることで、市民が持つ本市への「誇りと愛着」を深めていくことを意味していま

す。 

 

「ずっと」は、少子高齢化による人口構造の変化や人口減少社会にあって、茨木

市の「ほっと」が将来にわたって持続し、市民の皆さんにこれからも「ずっと」住み続け

てもらえるまちづくりを進めていくことを意味しています。 

スローガン 

～ほっといばらき もっと、ずっと～ 

 

２つの「ほっと」な視点で、「もっと」多くの人々に、 

「ずっと」住み続けてもらえる「いばらき」をめざします 
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３ まちの将来像とまちづくりを支える基盤の方針  

 

まちづくりの視点、スローガンを踏まえ、６つのまちの将来像と、それを支えるまちづくりを進めるための基

盤の方針を掲げます。 

 

《まちの将来像》 

 

（１）ともに支え合い、健やかに暮らせるまち 

 

少子高齢化の進展、市民の生活意識の変化や価値観の多様化などを背景に、ひとり暮らし世

帯の増加や近隣同士の関係の希薄化が今後も進むものと予想されます。一方で、住み慣れた地

域でいつまでも健康でいきいきと暮らし続けたい、支援の必要な場合に適切なサービスを受け

たい、安心して医療を受けたいという市民ニーズは一層高まるものと考えられます。 

このため、市民の生活を守る社会保障制度の適正な運用を図るとともに、市民一人ひとりが

地域福祉に対する意識を高め、相互に認め合い、支え合って暮らす社会を念頭に、「自助」・「互

助」・「共助」・「公助」の適切な役割分担のもと、市民やボランティア団体・市民活動団体、関

係機関、行政が連携して、保健、医療、福祉、介護などに関わる総合的なサービスを市民の誰

もが受けられるまちをめざします。 

また、高齢者や障害者が住み慣れた地域で、安心して生きがいを持って生活できるよう、福

祉サービスの充実を図るほか、主体的に社会・地域活動に参加できる体制や仕組みづくりを進

めます。 

さらに、すべての市民が生涯にわたって望ましい生活習慣を身に付け、心身ともに健やかに

暮らせるよう、個人の健康づくりを地域社会全体で支援する環境整備を進めるとともに、安全・

安心な市民生活を確保するため、充実した地域医療体制をめざします。
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（２）次代の社会を担う子どもたちを育むまち 

 

少子高齢化社会の到来、安全安心に対する意識や価値観・生活スタイルの変化、また核家族

化等の進行による近隣関係の希薄化など、子育て・教育を取り巻く環境は大きく変化していま

す。そのような中、「子どもは社会の希望であり、未来をつくる存在」であるとの基本的な考え

方のもと、地域社会全体で次代を担う子どもたちを育んでいくことが求められています。 

このため、就学前の質の高い教育・保育の総合的な提供や子ども・家庭の状況に応じた切れ

目のない支援をはじめ、地域のさまざまな人材が連携・協力した子育て支援など、安心して子

育てできる環境の整備を進めていきます。 

また、これからの社会を生き抜く子どもたちには、他者と協働しながら新しい価値を創造す

る力や自らの力で困難を乗り越え、未来を切り拓く力が求められています。 

そのため、思考力、基礎力、実践力といった 21世紀型能力を含んだ「確かな学力」「豊かな

心」「健やかな体」、すなわち「生きる力」の育成に向け、発達段階を考慮しつつ就学前から中

学校卒業まで一貫した指導を通して、きめ細やかで質の高い教育をめざすとともに、よりよい

学習環境を整備します。 

さらに、青少年等が、さまざまな活動に参加することができ、必要に応じて適切な支援を受

けることにより、心豊かにたくましく成長できる取組を進めるとともに、地域・家庭・学校の

連携を促進することによって、地域社会全体で子どもの豊かな成長を育むコミュニティづくり

を進めます。 
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（３）みんなの“楽しい”が見つかる文化のまち 

 

社会の成熟化に伴う心の豊かさや生きがいのための学習需要の増大への対応は、地域社会の

活性化、高齢者の社会参加、青少年の健全育成などに結びつきます。また、社会・経済の変化

に対応した生涯学習の機会は地域の発展に寄与する人材育成につながります。 

このため、市民の多様なニーズに対応した資料や情報を的確に提供するとともに、大学や高

等学校などとの連携を図りつつ、いつでも、どこでも、誰もが学ぶことができる機会の拡充と

環境を整備し、学習成果を発揮できる生涯学習社会の実現を図ります。また、健康増進、生き

がいづくりの観点から誰もが気軽に生涯スポーツに親しめる環境を整えます。 

さらに、誰もが気軽に文化芸術活動に取り組むことができる機会を拡充するとともに、郷土

の歴史の理解を通して市民のふるさと意識が育まれるよう、文化遺産の保護を図ります。あわ

せて、自然、文化、歴史、地域で生み出される特産品など魅力的な観光資源や、北部地域の活

用などにより、賑わいや、憩いの場を創出します。 

また、国内外の都市との幅広い交流などを通して、異文化への理解を深め、多文化共生の感

覚を育むとともに、さまざまな人が訪れ暮らしやすいまち、“楽しい”が見つかる文化のまちを

めざします。 
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（４）市民・地域とともに備え、命と暮らしを守る安全安心のまち 

 

今世紀前半の発生が危惧される南海トラフ地震や、近年頻発する局地的短時間豪雨に対応す

るため、ハード・ソフト両面からの安全安心なまちづくりの推進が求められています。 

このため、避難施設（避難所）の機能強化をはじめとした防災対策の充実を図るとともに、

建築物及び上下水道施設等の耐震化を促進するほか、総合的な雨水対策の推進や、多様化・大

規模化する災害に備えた消防・救急体制の充実によって消防力の強化を図ります。 

また、「地域のことは地域で守る」という理念のもと、防災意識の高揚を図り、自助、互助・

共助の取組強化を支援するとともに、地域ぐるみで災害に備える自主防災活動をより支援しま

す。 

さらに、警察や防犯協会などの関係機関と連携した防犯啓発や、地域における防犯環境の整

備や防犯活動を支援するとともに、消費者被害を未然に防止するため、相談体制と啓発の充実

を図ります。 
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（５）都市活力がみなぎる便利で快適なまち 

 

茨木市は、国土軸に位置する優位性を有しています。大阪都心への交通利便性にも優れてい

ます。また、豊かな自然と歴史・文化に恵まれた都市です。このような環境を背景に、暮らし

やすく、企業活動も活発に行われる都市として、バランスのとれた都市構造を実現してきまし

た。 

近年、グローバル化の進展などにより過去に誘致した企業、工場の転出が続きましたが、本

市のもつ地理的条件、優れた学術文化環境から、新たな知の拠点や、地域全体で環境負荷の低

減をめざす構想など、時代を先取りした工場跡地の利用が進展しています。これらは、本市の

今後に大きな変化を与えるものとなる可能性を有しています。また、北部地域では、彩都、安

威川ダム、新名神高速道路の整備が進んでいます。今後の都市づくりにおいては、このような

本市の立地優位性と、市域で進んでいる計画を、本市の発展と魅力・活力の向上につなげてい

かなければなりません。 

このため、計画的な都市づくりを進めてきた基本的な姿勢を継承、発展させるとともに、本

市のポテンシャルをいかし、快適な住環境の維持、増進や、適地における企業の誘致、雇用の

拡大、ライフサイエンス分野をはじめとする新たな産業の育成に取り組みます。また、農林業

等による地産地消の取組や都市住民等の新たな担い手の育成、確保に取り組むとともに、便利

で快適な商店街づくりや市内事業所の事業継続、成長に向けた取組を支援します。 

さらに、本市の玄関口となる JR 茨木駅、阪急茨木市駅周辺の市中心部の再整備を進めると

ともに、人口減少社会を迎えたわが国において顕在化しつつある諸課題（空き家対策、共同住

宅の建て替え、公共・公益施設の維持など）に取り組みます。 
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（６）心がけから行動へ みんなで創る環境にやさしいまち 

 

市民や事業者のエネルギー問題に対する意識の変化、地球規模での環境問題への対応、また、

自然と共生する持続可能な社会の構築など、現在の環境を取り巻く状況は大きく変化しており、

身近な生活環境の保全とともに、市民の環境意識への対応が求められています。 

このため、ライフスタイルや事業活動における環境への負荷低減に努め、生活環境の保全を

図るとともに、生物多様性の保全や身近なみどりの保全と活用により、人と自然とのふれあい

がひろがる自然環境を創ります。 

また、人と環境の関わりを知り、環境意識の向上に取り組むことで、省エネルギー活動の実

践や再生可能エネルギーの普及による低炭素社会の形成、さらにはごみの減量化・再資源化に

よる資源循環型社会の形成を進めます。 

これらに資する積極的な環境配慮行動に取り組む市民や事業者を支援することで、あらゆる

主体が協働し、生活環境、自然環境、低炭素、資源の循環を基盤とした、みんなで創る環境に

やさしいまちをめざします。 
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《まちづくりを支える基盤》 

 

（７）まちづくりを進めるための基盤 

 

社会経済状況の変化や地方分権のさらなる進展を踏まえ、将来にわたる健全財政を基本とし、

まちづくりの基盤となる効率的・効果的な自治体運営を推進するとともに、行政に求められる

役割の変化に対応できる人材の確保と職員の育成を図り、市民の目線に立った、市民のための

市役所づくりを進めます。 

まちづくりの主役は市民です。人間関係や地域でのつながりの希薄化が進む中で、新たな地

域のつながりを創出し、地域の課題を地域で解決できる地域自治のまちづくりを推進するとと

もに、NPO などの自発的な公益活動を推進しながら、市民・事業者・市民活動団体等と市の良

好なコミュニケーションと信頼関係による協働のまちづくりを進めるため、積極的な情報の共

有と仕組みづくりを推進します。 

そして、すべての行政分野において人権尊重のまちづくりと、男女共同参画社会の基本理念

を踏まえ、市民とともに総合的な施策の推進に取り組みます。 

また、基本構想のスローガンである“ほっといばらき もっと、ずっと”の実現をめざし、

人口減少社会を視野に入れながら本市の持つ魅力を積極的に市内外に発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


